2012年5月12日
レースメンバー各位
SUN RISE Ⅱ クルーワーク テキスト
レースメンバーが共通の理解を深め、練習により以下の課題を克服できれば、全参加艇中の上位1/3に入ることは可能です。2012年の目標をここに置きたいと思います。
	№
	タイトル
	SUN RISE Ⅱ クルーワーク手順

	スタート時

	1
	
	

	上りレグ

	1
	
	

	上マーク回航時

	1
	ジブハリヤード カット
	上マーク回航時、MLはジブシートを1ｍ位出した後、直ぐにスピンシートトリムの体勢に入ります。回航直後のスピントリムはとりわけ重要でこの良否がスピードメークに直結します。MLをシートトリム専念させるため、Bからの「ジブハリヤードカット」の合図にはMa（4人の場合はMR）が対応します。

	2
	スピンアップ
	上マーク回航時、スピンは一気にマストトップまで上がる必要があります。弱風では簡単なことですが、風が強い時はしばしばスピンが上がり切らない内に風を孕んでしま居ます。こうなるとBの力と体重だけでは上げられません。Maがウィンチで対応しますが非常に時間が掛かり、その間スピードのロスになります。MRとMLの巧さが問われるところですが、ポイントはスピンが上がりきると同時にMRはガイをランニングの位置まで引き込み、MLはスピンシートを引いてスピンに風を孕ませることです。上がりきる前にガイ、シートを引き込まないことです。
②ハリヤードが上がりきったか否かはMaからは見えません。上がりきらなかった場合はBが「スピンハリウィンチ」とMaに声掛けします。また、揚がりきった時は「OK」で合図します。

	下りレグ

	1
	スピンアビームのトリム
	ソーセージコースでのスピンでアビームは余り有りませんがスタート後に風がシフトすると風下レグでのスピンアビームの走りが必要になります。

アビーム時のスピントリムですがスピンシートはランニングの時より相当量の引き込みになります。先ず大きく引き込んでスピンを張った状態にしてから徐々にシートを出していきます。アビーム時はスピードの回復が早いのでシートの出し方が早かったり、速過ぎると潰れ易く、引いてスピンを張らせる→スピード出る→シートの出し方が早・速過ぎてスビンが潰れる→再びシートを引くことの繰り返しになります。スピードの回復に合わせジワーッと出していきます。結構な量を出すことになります。

	2
	ブローチング
	風が強い時のスピンアビームはブローチングが起き易くなります。ブローチングは一瞬です。ヘルムが「ブローチング」「シート出せ」「シートリリース」等を発声した時はシートトリマーは間髪入れず一気にスピンシートをリリースします。手からシートを離してはいけません。スピンを潰すことが目的です。艇が再びプロパーコースに戻ったら1のトリムに戻ります。

	下マーク回航時

	1
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